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31日（木）は
館内整理日のため休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp
http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

15日

16日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

3月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日  9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前10時30分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後1時30分～〉

3月 8日（火）
3月22日（火）

3月12日（土）
3月26日（土）

ブラウンベア（えいご）

うさぎのおやこ

パパのえほんタイム

エトワールの会

問い合わせ／生涯学習館

◎まことの人々/大森兄弟 ◎夢で逢いましょう/藤田宜永 ◎天才が
語る/ダニエル・タメット ◎介護旅行にでかけませんか/篠塚恭一 
◎お母さんのためのワクチン接種ガイド/薗部友良 ◎あたらしい哲
学入門/土屋賢二 ◎ファーストクラスに乗る人のシンプルな習慣/
美月あきこ ◎世界一わかりやすい世界史の授業/村山秀太郎 ◎知
れば知るほど面白い！家紋と名字/網本光悦 ◎誰が日本をここまで
不幸にしたか/佐高信 ◎孫正義名語録/三木雄信 ◎眠気の科学/
井上雄一 ◎ガーゼで作る心地よい服/櫻井悦子 ◎バッグ作りの超
基本/クライ・ムキ ◎絶滅哺乳類図鑑/冨田幸光 ◎老いじたく練習
帖/寺尾俊一 ◎るるぶ東京遊び場コンプリートガイド　他

日時：3月27日（日） 午後2時～
場所：生涯学習館学習室１
課題：「銀河鉄道の夜」宮沢賢治/著
　　　

1冊の本から見える、いろんなキモチ。

第52回読書会第52回読書会第52回読書会

♪新着書案内♪♪新着書案内♪

親子で工作あそび

切ったり、貼ったり、塗ったり…ママと
一緒に楽しもう！

日時：3月18日（金）
　　  午前10時30分～
場所：生涯学習館　学習室１

図書館入門講座

資料や情報の検索方法など司書が
図書館の有効活用法をご案内！
普段は見られないブックポスト内部や
閉架書庫もお見せします。

3月4日(金)
午前10時30分～

楽しい手遊びや手づくりのグッズでおはなしを語
る「おはなしおばさん」こと藤田浩子さん。誰でも
簡単に楽しめるおはなしを教えてくださいます。

日時：3月26日(土)　午後1時30分～
場所：中央公民館　視聴覚室
対象：一般、生涯学習館ボランティア
申込：電話(0555-73-1212)もしくはカウンターへ

“おはなしおばさん”
藤田浩子講演会

新規参加者随時募集中！！

ようこそ！おはなし王国2011ようこそ！おはなし王国2011ようこそ！おはなし王国2011
いつも生涯学習館に遊びに来てくれる皆さんをおはなし王国へご招待！
？読み聞かせボランティアによる出しものや○×クイズ、福引などで思
いっきり楽しもう！！お友だちや家族みんなで遊びにきてね♪

《受付》9時45分～10時
　　　 福引の引き換え券も配るので時間に遅れずに来てね！
《としょかんパスポート表彰式》10時～10時20分
　    としょかんパスポートのマイルが多かったお友だち10名を  
　　　 みんなの前で表彰します。誰が表彰されるかな～？
《おはなしパレード》10時20分～10時55分
　    読み聞かせボランティアの皆さんがブラックパネルシアタ
　　　ーや紙芝居などを披露します。
《お楽しみゲーム》11時～11時30分
　　　本にまつわる○×クイズ、ゲーム大会、それからお楽しみの
　　　福引大会もあるよ！！

参加費、申込、持ち物なし
お問合せ：生涯学習館【℡73－1212】

★内容★

3月26日(土)午前10時～正午
中央公民館ホール

ふくびきやゲームなど
わくわくいっぱい!!
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富
士
河
口
湖
町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

通
信

〈地域社会活動と地域ボランティア活動〉
～広げようネットワークの輪～
〈地域社会活動と地域ボランティア活動〉
～広げようネットワークの輪～

住
民
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
温
か
い
気
持
ち
が

河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
・
河
口
湖
円
形
ホ
ー

ル
を
支
え
る
　

●
活
動
の
広
が
り

河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
　
野
沢
藤
司

大
学
生
　
渡
辺
勇
介

河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
サ
ポ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

●
ス
テ
ー
ジ
を
支
え
る
温
か
い
も
て
な
し

　
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
及
び
円
形
ホ
ー
ル
を
中
心
に
年

間
の
活
動
は
約
70
回
に
上
っ
て
お
り
、
特
に
毎
年
夏

に
行
わ
れ
る
世
界
的
な
指
揮
者
佐
渡
裕
氏
監
修
に
よ

る
「
富
士
山
河
口
湖
音
楽
祭
」
は
、
大
小
合
わ
せ
期

間
中
約
40
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
力
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。ホ
ー
ル
以
外
に
も
、
河
口
湖
美
術
館
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
富
士
山
五
合
目
、
ス
キ
ー

場
や
県
立
美
術
館
な
ど
で
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

あ
り
、
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
運
営
の
最
前
戦
で
活
躍
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
富
士
山
河
口
湖
音
楽
祭
は
四
層
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
仕
組
み
を
持
っ
て
運
営
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
一
層
目
は
、
音
楽
祭

実
行
委
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
も
実

行
委
員
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
音
楽
祭
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画
し
て
い
く
立
場
に
立
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。
二
層
目
は
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し
て
い
く

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
。
三
層
目
は
、
将
来
の
文
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
担
い
手
と
し
て
の
若
年
層
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
四
層
目
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
当
日
だ
け
参

加
す
る
一
般
公
募
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
ホ
ー
ル

の
基
本
知
識
も
当
日
説
明
を
受
け
な
が
ら
運
営
業
務

に
つ
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
四
層
の
仕

組
み
の
中
で
、
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
メ
ン
バ
ー
は
、

特
に
重
要
で
大

事
な
領
域
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。
特

に
若
年
層
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
当
日
参

加
の
一
般
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
は
、

状
況
に
よ
っ
て
運

営
面
や
施
設
面

の
基
礎
知
識
が

無
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
を
補
う
形
で
必
ず
同
じ
役
割
の
方
に
サ
ポ

ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
で
経
験
者
に
も
一
緒
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
数
年
前
に
メ

ン
バ
ー
が
先
輩
メ
ン
バ
ー
に
指
導
さ
れ
た
よ
う
に
、
新

た
に
当
日
参
加
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
を
一
緒
に
や
さ
し
く

説
明
し
て
い
く
姿
は
、
毎
回
ホ
ー
ル
を
支
え
る
皆
さ
ん

の
思
い
が
深
く
伝
わ
り
感
動
し
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
以
来
、こ
れ
ま
で
多
く
の
ス
テ
ー
ジ
を

飾
っ
て
い
た
だ
い
た
森
山
良
子
さ
ん
や
、イ
ル
カ
さ
ん
、

ま
た
佐
渡
裕
さ
ん
と
一
緒
に
企
画
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
、
必
ず
出
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
全
員
分
の
手
作
り
カ
レ

ー
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。こ
こ
数
年
は
、サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
が
春
先
種
を
蒔
い
て
育
て
る
き
ゅ
う
り

や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
新
鮮
な
夏
野
菜
が
ふ
ん
だ
ん
に
使

わ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
は
、
毎
回
味
が
違
う
オ
リ

ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
と
し
て
、
各
出
演
者
が
全
国
各
地
の
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
で
も
紹
介
し
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
や
円
形
ホ
ー
ル
の
活
動
は
、こ
う

し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し
た
ホ
ー
ル
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
無
報
酬
で
関
わ
っ
て
い
た
だ
く

中
で
、
事
業
活
動
や
会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ
て
、
本

当
に
楽
し
く
元
気
に
町
の
た
め
に
ご
活
躍
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。メ
ン
バ
ー
の
気
持
ち
を
改
め
て
尊
敬
し
つ

つ
、
今
年
の
夏
、
富
士
山
河
口
湖
音
楽
祭
開
催
十
年
記

念
事
業
や
各
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
町
の
魅
力

づ
く
り
を
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
引
き
続
き
発
信
で

き
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
高
校
一
年
生
の
と
き
、
友
達
に
誘
わ
れ
て
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
し
た
。
初
め
は
右
も

左
も
わ
か
ら
ず
戸
惑
う
ば
か
り
で
し
た
が
、
周
囲
の
支

え
も
あ
り
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
活
動
の
中
で
最
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
は
、
色

々
な
人
と
の
出
会
い
で
す
。
夏
の
音
楽
祭
で
は
、
高
校

生
が
炎
天
下
の
も
と
、
額
に
汗
し
て
楽
器
を
演
奏
す

る
姿
に
感
動
し
、
ま
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
演
奏
家
の
方
と
直
接
お
会

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
会
場
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
る
お
客
様
と
の
交
流
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
機
会
は
他
で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
り
、自
分
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
町
の
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
音
楽
を
通

じ
て
一
つ
に
な
れ
る
こ
の
活
動
を
、こ
れ
か
ら
も
絶
や

す
こ
と
な
く
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
今

後
も
こ
の
活
動
を
よ
り
良
く
、

よ
り
活
発
な
も
の
に
し
て
い

く
た
め
に
微
力
な
が
ら
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
得

た
経
験
を
同
世
代
の
学
生

の
皆
さ
ん
に
も
是
非
体
験

し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。 

前
月
号
に
続
い
て

Shin  Suzuki ⒸShin  Suzuki Ⓒ

平成20年8月  富士山河口湖音楽祭2008
佐渡裕指揮シエナ・ウインドオーケストラコンサート

平成20年8月  富士山河口湖音楽祭2008
佐渡裕指揮シエナ・ウインドオーケストラコンサート

平成22年8月
渡辺美里25周年記念コンサート

平成22年8月
渡辺美里25周年記念コンサート
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ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

アースウォッチのホンコン・日本支部の合同視察が富士山麓で行われました

船津胎内神社（無戸室浅間神社）に千葉県から３名が来訪されました

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………
○3月8～12日に北海道札幌で開催される日本生態学会で「絶滅危惧種ミヤマシジミのメタ個体群・地域個体群の構造につい
　て」と題して口頭発表する予定です。
○自然共生研究室がアースウォッチに支援頂きながら行っている「富士山麓絶滅危惧チョウ類の保全のための調査研究活動」
　が、フランスの科学誌Terre　Sauvageの３月発行号で紹介される予定です。

　2月号広報に２月中旬にHSBCのCSR担当者が富士山麓の視察に訪れる予
定とお知らせしましたが、アースウォッチ・ジャパンの担当者の勘違い（HSBC
関係のCSRアジアのイベントは４月に開催予定だそうです）で、アースウォッ
チ・ホンコン支部のタム・マン・ケイ、リタ・チャン両氏が、日本支部事務局の
安田事務局長、伊藤さんとともに、昨年アースウォッチ・プロジェクトを行った
富士山麓を2月11日に訪れました。
　野外調査を行った梨ヶ原と河口湖フィールドセンター周辺を歩きましたが、
あいにくの雪の中でしたが、逆に香港では雪が見られないので、雪の野外を歩
くのを喜んでいました（写真）。国際プロジェクトでも宿泊に利用させてもら
った富士カームもみたいということで急遽訪問し、若林さんほかスタッフの方
々に室内までご案内いただきました。富士山が見られずに残念でしたが、富
士山の自然のすごさや、その自然保護のために行っている調査活動に、香港支
部からも人を送って支援したいとの話もあり、香港・日本両支部の合同支援プロジェクトに発展する可能性も示唆されました。
　最後に、また夏に来ますといって河口湖駅から帰られました。

　昨年の11月7日の日本テレビ「鉄腕ダッシュ」の中で、無戸室浅間神社と船津胎内樹型（母の胎
内）が紹介されました。その時、河口湖フィールドセンターに飾ってある江戸時代と思われる掛け軸

の絵（木花咲耶姫(このはなさくやひめの)命(みこと)
あるいは木花開耶姫(このはなさくやひめの)命
(みこと)が一瞬写りましたが、それをテレビで見てい
た千葉県在住の澤田さく子さんが、「昔から正月に飾
っている掛け軸の絵と同じだ」と思い、その掛け軸の
出所を知りたいと、日本テレビを通じて河口湖フィー
ルドセンターに問い合わせがありました。「真ん中に
木花咲耶姫命の絵があり、後ろには富士山と太陽と
月があって、下に字が書いてあります」との話でした
ので、機会がありましたらお越し下さいと話しました。
　澤田さんは千葉県から出たことがなかったそう
で、娘さんとお姉さんとの3人（写真）で2月12日に訪

問して下さいました。実物を見せていただくと、上には色鮮やかな赤やピンクの混ざった絵があり、
その下の文の中には「木花開耶姫命」や「無戸室」の字がはっきりと見え、無戸室浅間神社と関係が
あるのではと考えさせられました。これに近いものが、富士吉田市歴史民俗博物館に所蔵されてい
るらしいことがわかったので、同館の奥脇和男氏にこの掛け軸の写真をみてもらうと、これは版画を
掛け軸にしたもので、かなりの数出回ったらしいこと、明治元年のほぼ同じものがここに所蔵されて
いることなどを教えて下さいました。また、「河口浅間神社で明治頃出されたものではないかと思
います」ともおっしゃっていました。
　「鉄腕ダッシュ」で全国放送されたことがきっかけで、神の山としての富士山に関わる信仰（冨士
講など）が日本中で広く行われ、無戸室浅間神社が富士山麓でも長い歴史を持つ場所であることを
改めて感じさせる結果となりました。
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国家試験に向けて

■健康科学大学　総務課　☎０５５５-８３-５２００（代表）　■入試広報課　☎０５５５-８３-５２４０

http://www.kenkoudai.ac.jp/ 
お問い合わせ

　リハビリテーションを必要とされる患者様の中で、脳血管障害による片麻痺を呈す
る方々は多くの割合を占めます。私は、その方々を診ていく中で体力が低下していく傾
向が気になっており、「苦しい」、「疲れた」、「息切れが起こる」などの悲痛な患者の
声を多く聞いてきました。私は専門が呼吸器のリハビリテーションであることから、こ
の方々の呼吸機能について調査し、気道が詰まってしまったり肺の膨らみが弱くなる
などの呼吸器系の障害を併発している事を発見しました。
　現在はそのような方々への新たな治療介入を模索中です。他にも誤嚥性肺炎を見つ
ける為の検査法の開発や、横隔膜運動の特性など呼吸機能に関する研究を数種類行
っております。呼吸器に不安を抱える町民の皆さま、興味のある学生さん、気楽にご連
絡くださいね。

　こんにちは！　福祉心理学科の入江多津子と申します。「児
童福祉」が専門です。一昨年からの「健康科学大学・地域連携
講座」では、大変お世話になり、ありがとうございました。また
昨年の3月には、町と大学との「包括連携協定」が正式に取り
交わされ、名実ともに地域連携が推進されています。今必要と
されている学問は、人の生活の向上に寄与すること、そのため
には、町民の皆さまからの評価を頂かなくてはなりません。23
年度より、「地域連携の理論と実際」という科目が設定されま
した。富士河口湖町が抱える課題と実際を学生に直接教授し、
学問の社会化・実学化を図り、この科目を通し3学科の学生が
協働で生活課題を解決する体験を積み、同時に他職種の理解
を深めるという主旨です。このような連携教育は日本では例が
なく、今後大いに期待されています。
　「風の様に」という私の好きな言葉がありますが、静かに、そ
してどこにでも暖かく包んでいく連携の風がこの富士河口湖町
に流れればありがたく存じます。

先生教えて！

科学研究費補助金 採択者紹
介

「科学研究費補助金」とは・・・・国内の大学などの研究機関に所属する研究者が行なう独創的・先駆的な
研究に対する補助金のことで、文部科学省や独立行政法人日本学術振興会を通して交付されます。

模擬試験中 合格祈願ダルマ 地元授産施設のPal-Palさん、
スイートベリーKATUYAMAさんが

合格祈願お菓子を作ってくださいました！

 

健
康
大

 

健
康
大

 

健
康
大

も
っ
と
知
り
た
い
! 
も
っ
と
知
り
た
い
! 
も
っ
と
知
り
た
い
! 

理学療法学科　助教
内田　学

福祉心理学科　教授
入江　多津子

　毎年、社会福祉士・精神保健福祉士国家試験が1月末、理学療法士・作業療法士国家試
験が2月末に実施されますが、4年生にとって正に正念場となる冬休み中は、連日大学で
国家試験対策授業や模擬試験が実施され、全員合格に向け、最後の追い込みが行われて
います。この間、教員・職員全員が、サポートを惜しみません。
　今年度の試験はすでに終了しており、合格発表（社会福祉士・精神保健福祉士：3月15
日、理学療法士・作業療法士：3月31日）のその日まで、期待と不安の日々が続きます。

《『健康大ブログ』にて大学の日常を…》
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狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す

み
な
さ
ん
の
こ
こ
ろ
は
元
気
で
す
か
？

富
士・東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

う
つ
病
予
防
講
演
会

県
障
害
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

腰
痛
予
防
講
習
会

山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
狂
犬
病
は
犬
だ
け
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
い
っ
た

ん
発
病
す
る
と
、
狂
乱
状
態
な
ど
重
度
の
神
経
症
状
を
示

し
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
亡
す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
人
と
動

物
の
共
通
感
染
症
で
す
。
世
界
で
は
未
だ
に
年
間
約
５
万

人
以
上
が
狂
犬
病
に
よ
り
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
６
割
は

ア
ジ
ア
地
域
で
す
。
最
近
、
海
外
と
の
人
や
動
物
の
交
流

が
活
発
化
し
て
い
る
な
ど
の
状
況
か
ら
、
今
後
国
内
で
の

狂
犬
病
の
発
生
の
懸
念
が
一
段
と
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
狂
犬
病
は
、
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
徹
底
し
、
免
疫

力
を
高
め
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
生
及
び
、
ま
ん
延

を
防
止
す
る
と
共
に
、
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
「
狂
犬
病
予
防
法
」
で
、
毎
年

１
回
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
生
涯
１
回
の
登
録
と
毎
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先
　
衛
生
課
　
TEL
２
４‐

９
０
３
３

　
３
月
は『
自
殺
対
策
強
化
月
間
』で
す
。
保
健
所
で
は
、
３

月
１
日
に
大
月
駅
に
て
、
う
つ
病
の
正
し
い
理
解
を
深
め

る
た
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
ろ
の
不
調
に
気
づ
く
サ
イ
ン
と
し
て
「
睡
眠
」
が

う
ま
く
と
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。２
週
間
続

く
不
眠
は
、「
う
つ
」の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会

に
自
分
も
含
め
、
家
族
、
友
人
、
同
僚･･･

身
近
な
人
の
こ

こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
気
に
し
て
み
て
下
さ
い
。

☆
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
眠
れ
て
る
？
」
。

　
早
め
に
気
づ
く
こ
と
、
早
め
の
相
談
が
大
切
で
す
。
こ

の
機
会
に
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
医

療
に
か
か
っ
た
方
が
い
い
の
か
迷
わ
れ
た
ら
、
早
め
に
電

話
を
し
て
下
さ
い
。
専
任
の
相
談
員
、
保
健
師
等
が
あ
な

た
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
電
話
受
付
時
間
　月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時

○
精
神
科
嘱
託
医
相
談
日（
要
予
約
）毎
月
第
２
、４
水
曜
日

※

医
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
は
変
更
す
る
場
合
も
有
り
ま
す
。

※

相
談
は
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

○
料
金
　
無
料

●
問
合
先
　
地
域
保
健
課
　
TEL
２
４‐

９
０
３
５

■
日
　
程
　
３
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
３
時

■
場
　
所
　
ア
ピ
オ
甲
府
　
　
昭
和
町
西
条
３
６
０
０

■
講
　
師
　
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
副
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
総
一
郎
　
先
生

■
講
　
演
　
「
う
つ
病
を
理
解
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
予
防
と
早
期
発
見
〜
（
仮
題
）

■
そ
の
他
　
講
演
会
の
参
加
は
、
無
料
　
　
　

●
問
合
先
　
県
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　  

TEL
０
５
５-

２
２
３-

１
４
９
５

〜
気
軽
に
で
き
る
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
〜

　
腰
痛
は
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
様
々
な
障
害
と
な
り

ま
す
。
特
に
介
護
を
し
て
い
る
方
に
と
っ
て
、
介
護
時
の

苦
痛
や
介
護
量
の
増
大
を
招
く
大
き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。

腰
痛
を
予
防
、
改
善
す
る
知
識
や
体
操
を
学
ん
で
い
た
だ

き
、
日
常
生
活
に
ご
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
開
催
し
ま

す
。

■
日
　
時
　
３
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
　
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
研
修
室

■
講
　
師
　
セ
ン
タ
ー
理
学
療
法
士

■
対
象
者
　
在
宅
、
施
設
等
で
介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
方
、

　
　
　
　
　
一
般
の
方

■
申
　
込
　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
下
さ
い

●
問
合
先
　
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５‐

７
２‐

５
５
３
３

　
お
子
さ
ま
の｢

き
こ
え｣｢

こ
と
ば｣

の
こ
と
で
不
安
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

■
日
　
時
　
３
月
18
日(

金)

〜
19
日(

土)

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
場
　
所
　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
）
乳
幼
児
指
導
室

■
対
象
児
　
０
歳
児
か
ら
高
校
生

■
相
談
内
容
　

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩

　
み
の
相
談
、
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ

　
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
生
活

　
や
学
習
、
聴
力
測
定
、
補
聴
器
相
談
。

■
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約
し

　
　
　
　
　
　
て
下
さ
い
。(

締
切
：
３
月
14
日
午
後
５
時)

※

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
完
全
個
別
予
約
制
で
秘

　
密
は
厳
守
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常
時
受
付
け

　
て
い
ま
す
。
但
し
相
談
期
間
中
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
こ

　
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
　
TEL
０
５
５
３-

２
２-

１
３
７
８
　

　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
３-

２
２-

６
４
１
９

　
　
　
　
　e-m

a
il

　so
d
a
n
@
ro
g
a
k
o
.k
a
i.ed
.jp

　
　
　
　
　｢

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
支
援
セ
ン
タ
ー｣

手
塚

春
休
み
子
ど
も
の「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
会
の
お
知
ら
せ
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町
制
祭
記
念
ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

冬
の
室
内
ボ
ー
ト
大
会

河
口
湖
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
初
心
者
講
習
会

第
30
回
富
士
河
口
湖
町

　
　
　

住
民
ゴ
ル
フ
会
参
加
者
募
集

吉
田
高
校
＆
富
士
北
稜
高
校
コ
ラ
ボ
！

　
　
「
字（
じ
）画
像（
が
ぞ
う
）」
展

北
原
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム〝
H
a
p
p
y　

D
a
y
s
〞

〜
３
周
年
記
念　

町
民
無
料
デ
ー
ご
案
内
〜

（
財
）富
士
桜
育
英
会

　
　

第
25
回
奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

募
集

■
日
　
時
　
４
月
11
日
（
月
）

■
場
　
所
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
町
内
在
住
者

■
プ
レ
イ
代
　
１
万
円

　
　
　
　
　
　
　（
税
・
カ
ー
ト
代
・
諸
経
費
・
昼
食
含
む
）

　
　
※
但
し
、２
Ｂ（
バ
ッ
ク
）は
追
加
料
金
　２
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　  

３
Ｂ（
バ
ッ
ク
）は
追
加
料
金
　５
２
５
円

■
申
込
期
間
　
３
月
10
日
〜
４
月
１
日
ま
で

　　　　　　　　　　   

＊
申
込
み
用
紙
あ
り（
既
定
組
数
で
締
切
）

●
問
合
先
　
役
場
２
階
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局
　　　

　　　　　　　　　　　　　　TEL
７
２
‐
１
１
１
２

■
日
　
時
　
３
月
12
日
（
土
）
午
前
８
時
40
分
集
合

■
集
合
場
所
　
ふ
じ
て
ん
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
パ
ノ
ラ
マ
リ
フ
ト
前

■
競
　
技
　
大
回
転
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）

■
参
加
費
　
無
料

　　（
傷
害
保
険
、リ
フ
ト
代
等
は
個
人
で
準
備
願
い
ま
す
。）

■
応
募
方
法
　
３
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

　
　
　
　
　
　
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
・
携
帯
番
号

　
　
　
　
　
　
を
明
記
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先
　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
　
坂
本

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
９
０
‐
４
７
４
９
‐
４
０
０
７

　
　
　
　
　
　
　
FAX
７
２
‐
１
７
３
６
　

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
「
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、

誰
で
も
出
来
る
頭
と
体
の
体
操
」
で
す
。
一
度
試
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時
　
４
月
７
日（
木
）
〜
　４
ヶ
月
間

　
　
　
　
　
毎
週（
木
曜
日
）
午
後
７
時
30
分
〜
10
時

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
費
　
用
　
会
費
は
１
ヶ
月
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
但
し
２
回
ま
で
は
無
料
体
験

●
問
合
せ
　
河
口
湖
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
小
川
君
江
　
TEL
７
３
‐
２
６
０
２

　
本
展
の
目
的
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
制
作
を
通
じ
て

自
分
自
身
を
よ
く
見
つ
め
、
作
品
鑑
賞
か
ら
他
者
の
世

界
観
に
触
れ
、
校
外
展
示
に
よ
っ
て
地
域
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
回
は
初
の
２

校
合
同
展
示
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
活
動
の
広
が
り

が
増
し
ま
し
た
。
作
品
を
通
じ
て
高
校
生
の
み
ず
み
ず

し
い
感
性
を
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間
　
２
月
11
日
（
金
）
〜
３
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
会
　
場
　
県
立
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

※
「
字
画
像
」と
は
書
道
と
写
真
を
組
み
合
わ
せ
た
平
面
　

　
　
作
品
で
、
書
道
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
す
。

●
問
合
先
　
展
示
に
つ
い
て
　
吉
田
高
校
　
清
水

　
　
　
　
　
　
　  

　
TEL
０
５
５
５
‐
２
２
‐
２
５
４
０

　
施
設
に
つ
い
て
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
　
山
下

　
　
　
　
　
　  
　
　
TEL
０
５
５
５
‐
７
２
‐
０
２
５
９

「
イ
ン
ド
ア
ロ
ー
イ
ン
グ
河
口
湖
大
会
」参
加
者
募
集

　
ボ
ー
ト
競
技
を
室
内
で
体
験
で
き
る
マ
シ
ー
ン
を
使

っ
て
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
！
　
明
日
の
国
体
選
手
は
君
だ
！
　

■
開
催
日
　
３
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

■
会
　
場
　
富
士
河
口
湖
高
校

■
内
　
容
　
ボ
ー
ト
の
室
内
マ
シ
ー
ン
に
よ
る
大
会

■
参
加
料
　
無
料

■
参
加
資
格
　
小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生
ま
で

■
定
　
員
　
30
名
　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
込
・
問
合
先
　
山
梨
県
ボ
ー
ト
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
３
‐
１
２
２
０

 

■
期
　
間
　
３
月
１
日
（
火
）
〜
４
月
３
日
（
日
） 

■
対
　
象
　
富
士
河
口
湖
町
の
町
民
の
方
は
、
入
館
時

　
　
　
　
　
に
受
付
で
証
明
書
（
免
許
証
・
保
険
証
・

　
　
　
　
　
町
民
優
待
カ
ー
ド
な
ど
）
を
提
示
し
て
下

　
　
　
　
　
さ
い
。

※
未
就
学
児
童
、
小
・
中
学
生
は
、
保
護
者
同
伴
で
ご

　
入
館
く
だ
さ
い
。

※
入
館
し
た
方
は
、
期
間
中
に
隣
接
す
る
ハ
ッ
ピ
ー
デ

　
イ
ズ
・
カ
フ
ェ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
際
、
飲
食
代
金

　
が
10
％
割
引
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
河
口
湖
北
原
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
　
H
a
p
p
y
　D
a
y
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
８
３
‐
３
２
２
０

　
経
済
的
理
由
で
、
高
等
学
校
に
就
学
困
難
な
学
生
に

対
し
て
奨
学
金
を
援
助
し
ま
す
。

■
奨
学
金
　
毎
月
７
万
円
×
３
年
間
（
返
済
不
要
）

■
対
　
象
　
学
校
長
に
よ
る
推
薦
者
の
中
か
ら
、
財
団

　
　
　
　
　
の
選
考
委
員
会
で
３
〜
６
人
を
決
定

■
申
込
み
　
高
等
学
校
入
学
後
、
５
月
末
ま
で
に
学
校

　
　
　
　
　
へ
申
し
込
み
、
学
校
長
の
推
薦
を
受
け
る

　
　
　
　
　
こ
と
。

※
奨
学
金
賛
助
会
員
募
集

　
富
士
桜
育
英
会
は
、
富
士
北
麓
地
域
の
有
志
の
皆
さ

　
ん
の
善
意
の
持
ち
寄
り
金
（
賛
助
会
費
）
に
よ
り
昭

　
和
62
年
に
発
足
し
現
在
ま
で
に
２
０
６
人
も
の
卒
業

　
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
苦
学
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富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

「
親
子
巣
箱
作
り
教
室
」と
探
鳥
会

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校【
在
職
者
訓
練
】

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校【
在
職
者
訓
練
】

中
央
高
速
バ
ス　

新
宿
発
最
終
便
繰
り
下
げ

耳
の
日
フ
ェ
ス
タ
記
念
講
演
会

認
知
症
を
学
ぶ
会
セ
ミ
ナ
ー

ゼ
ン
ヒ
ラ
ノ
演
技
ス
タ
ジ
オ　

ア
ン
ト
ン・
チ
ェ
ー
ホ
フ
作 

「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
」試
演
会

　
生
を
援
助
で
き
る
よ
う
、
賛
助
会
員
の
募
集
を
行
っ

　
て
い
ま
す
。
一
口
毎
月
一
〇
〇
〇
円（
何
口
で
も
可
）

　
　と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

●
問
合
先
　　（
財
）
富
士
桜
育
英
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
2
4
‐
２
３
３
１

■
日
　
時
　
３
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
昼
の
部
　
午
後
２
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
夜
の
部
　
午
後
７
時
30
分
〜

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
ワ
ン
ダ
フ
ル
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
ズ
共
演

●
問
合
先 

　TEL
０
９
０
‐
９
６
９
８
‐
７
９
１
１ 
タ
ケ
ベ

■
日
　
時
　
３
月
19
日（
土
）
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

■
場
　
所
　
西
湖
野
鳥
の
森
公
園

■
対
　
象
　
小
学
生
以
上（
中
学
生
以
上
単
独
参
加
可
）

■
持
ち
物
　
昼
食
、
雨
具
、
金
槌
、
も
の
さ
し
、
観
察
用
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
あ
る
方
）

■
参
加
費
　
５
０
０
円
（
材
料
費
・
保
険
代
）

●
申
込
・
問
合
先
主
催
　
日
本
野
鳥
の
会

　
　
　
　
　
富
士
山
麓
支
部

　
　
　
　
　
　
TEL
０
８
０
‐
５
４
５
９
‐
５
８
１
６（
樋
口
）

〜
普
通
課
程
訓
練
生
募
集
〜

■
職
　
種
　
木
造
建
築
科
、
配
管
科
・
左
官
科
・
建
築
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

塗
装
科

■
期
　
間
　
各
科
と
も
２
年
間

　
　
　
　
　
夜
間
訓
練
及
び
土
日
の
指
定
す
る
日

■
受
講
料
　
月
３
千
円
（
会
員
）
、５
千
円
（
会
員
外
）

●
申
込
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
　
　
（
TEL
2
2
‐
５
２
１
４
）

　　　　　　　　＝
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
＝

■
日
　
程
　
５
月
19
日
〜
６
日
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

＝
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
＝

■
日
　
程
　
５
月
30
日
〜
６
日
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　TEL
０
５
５
４
‐
４
３
‐
８
９
１
１

　
　
　
　
　
　FAX
０
５
５
４
‐
４
３
‐
８
９
１
２ 

　

　　　　　　　

＝
新
入
社
員
研
修
＝

■
日
　
程
　
４
月
７
日
・
８
日
計
２
日
間
、

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
定
　
員
　
25
名
　
■
受
講
料
　
１
０
０
０
円

＝
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
３
級
＝

■
日
　
程
　
４
月
14
日
〜
計
８
日
間
、

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

＝
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
初
心
者
の
た
め
の

　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
入
門
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
講
座
＝

■
日
　
程
　
４
月
11
日
・
12
日
計
２
日
間

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
定
　
員
　
10
名
　
■
受
講
料
　
３
３
０
０
円

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
３
‐
３
２
‐
５
２
０
２

　
中
央
高
速
バ
ス
富
士
五
湖
線
で
は
、
２
月
10
日
よ
り

下
り
最
終
便
を
繰
り
下
げ
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
都
心

へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
よ
り
便
利
に
な
り

ま
し
た
。

■
時
　
刻

　
新
宿
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
午
後
10
時
20
分
）
発

　
　
　
　
　
　
　
〜
河
口
湖
駅
（
午
前
０
時
06
分
）
着

●
予
約
・
問
合
先
　

　
　
富
士
急
中
央
高
速
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２
‐
５
１
１
１

※
新
宿
〜
富
士
五
湖
間
、
毎
日
20
往
復
運
行
。

※
午
後
８
時
10
分
新
宿
発
「
女
性
専
用
車
両
」
運
行
中

■
日
　
時
　
３
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

■
場
　
所
　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

■
講
　
演
　
「
耳
は
な
ぜ
あ
る
の
？
」

　
　
　
　
　
　
難
聴
が
も
た
ら
す
影
響
と
そ
の
対
処
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
聴
器
と
人
工
内
耳
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ

■
講
　
師
　
東
京
医
科
大
学
　
河
野
淳
教
授

■
相
談
会
　
午
後
２
時
45
分
〜

●
問
合
先
　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨
県
地
方
部
局

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
‐
２
７
３
‐
９
７
６
５

　
問
題
行
動
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
の
治
療
を
中
心
と
し
た
最

新
情
報
。
認
知
症
介
護
に
お
い
て
「
治
療
と
ケ
ア
」
は

両
輪
で
あ
り
、
そ
の
両
方
が
適
切
に
行
わ
れ
れ
ば
、
い

つ
ま
で
も
家
族
と
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。

■
日
　
時
　
４
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

■
場
　
所
　
甲
府
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

■
講
　
演
　
認
知
症
へ
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
（
戦
略
）

　
　
　
　
　
　
〜
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
に
対
す
る
治
療
法
を
中
心
に
〜

■
講
　
師
　
木
村
武
実
先
生

●
問
合
先
　
認
知
症
を
学
ぶ
会

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
３
‐
３
２
０
６
‐
８
９
０
１


